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Ⅰ．はじめに
看護教育において臨地実習は，看護学生が実際のク
ライエントと関わり，既習の理論，知識，技術を駆使
し実践する場として重要な役割を担っている。また，
臨地実習を通して，看護学生は新たな知識やより高い
判断力を獲得する機会を得る。理想的な臨床体験とは，
授業での学習の継続的な強化と実践的な訓練に役立つ
もので1)，看護学実習は今までの授業と演習の総括で
あり，卒業後に臨床現場で働く学生にとって非常に有
意義な授業の一つである。本学では，２年次から４年
次にかけて臨地実習を実施している。成人看護学実習
は，成人看護学実習Ⅰと成人看護学実習Ⅱの２領域に
分割されており，成人看護学実習Ⅰでは慢性期・終末
期看護を，成人看護学実習Ⅱでは急性期・回復期看護
を学ぶ。
成人看護学実習Ⅱは，周手術期の患者を担当し，術
前から回復期までの一連の看護を学ぶことを目的とし
ている。昨今，周手術期看護は医療の効率化やハイリ
スク患者の手術などから過密化してきており2)，看護
学実習にも大きな影響をもたらしている。赤石3)によ
ると，周手術期看護実習における困難は，（１）周手
術期患者の理解の困難，（２）臨床現場における学生
実習の困難，（３）教員の能力上の困難，の３点が挙
げられている。この困難の中で，（１）（２）の原因と
なるのは，在院日数の短縮や医療技術の高度化である。
特に在院日数の短縮は，学生の病棟実習における看護
体験の減少に直結する。本学においても３週間という
限られた実習期間の中で，術前から術後回復期までの
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一連の看護を十分に体験できる学生は多いとは言えな
い。また，在院日数の短縮や医療技術の高度化は，外
来で高度な治療を継続する患者数を増加させている。
病棟実習だけでは，学生が一貫した周手術期看護と継
続看護の重要性を理解し，様々な療養生活を送る患者
を理解する観点を持つのは困難であるというのが現状
である。この課題を解決するには，入院患者だけでな
く，外来で治療を続ける患者の看護について学ぶこと
が必要である。
本学では，今年度から成人外来継続看護学実習とし
てストーマケア外来実習を開始した。ストーマケア外
来実習は，受診した患者１名に４～５名の学生がつき，
皮膚・排泄ケア認定看護師の相談やケアの場面を見学
し，場合によってはケアの介助を行うものである。学
生は３週間と限定された病棟においての実習だけで
は，手術療法の影響による機能障害が退院後の生活に
どのように影響するのかイメージできず，患者は生活
者であるという視点をもつことや継続看護の重要性が
理解できなくなっている。そのため，一般的な術後合
併症の予防やケアという視点だけに留まらず，手術後
のその人の生活を意識したケアを重んじなくてはなら
ないという視点を，学生に意識してもらえるような実
習構成が求められる。
そこで本研究では，ストーマケア外来実習後の記録
に記載されている学生の学びに関する文章を抽出し，
その学びの内容を明らかにするとともに，ストーマケ
ア外来実習の目的の達成状況について検討する。この
ことは，今後の効果的な実習指導の方向性を示唆する
とともに本外来実習の意義を明確にする。
Ⅱ．研究方法
１．用語の定義
継続看護：
本研究における継続看護とは，患者が初回に外来を
受診した時点から入院中を含め，退院後に外来受診
を続けている期間の看護を示す。
周手術期看護：
本研究における周手術期看護とは，患者が手術療法
を目的として入院し，退院するまでの期間における
看護を示す。周手術期看護は，継続看護に含まれる
概念とする。
２．成人看護学実習の概要
成人看護学実習の目的は，「既習の知識，技術を活
用し，健康障害を持つ成人期にある対象を統合的にと
らえ看護を実践する能力を養う」であり，具体的な目
標は表１に示す通りである。成人看護学実習は，成人
表１ 成人看護学実習の目的と目標
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看護学領域における講義，演習を履修後，3年後期よ
り成人看護学実習Ⅰ（慢性期・終末期）と成人看護学
実習Ⅱ（急性期・回復期）の２領域を各々３週間ずつ
の日程で行っている。その２領域において，成人外来
継続看護学実習として成人看護学実習Ⅰでは外来化学
療法センターと人工腎臓センターにおいて，成人看護
学実習Ⅱではストーマケア外来において実施してい
る。
３．ストーマケア外来実習の概要
３週間の成人看護学実習Ⅱ（急性期・回復期）の中で，
第１週目または第２週目の半日間をストーマケア外来
での実習に割り当てている。本実習の目的は，「スト
ーマケア外来に通院する患者の継続看護の実際が把握
できる」であり，具体的な内容は，「ストーマケア外
来の見学を通して，手術療法を受けた成人期にある対
象が退院後にどのような問題を抱えて生活しているの
か，またセルフケア獲得過程でどのような困難を抱え
ているのかについて学習すること」である。（表２）
また，実際に体験する実習内容は，皮膚・排泄ケア
認定看護師が患者から相談を受ける，ケアを提供する
といった場面を見学し，必要に応じて介助するといっ
たものである。実習病院には，皮膚・排泄ケア認定看
護師が２名勤務しており，うち１名がストーマケア外
来に配置されている。認定看護師が単独で行っている
専門外来で実習を行うことは，外来での継続看護を学
ぶことに加え，看護の専門性についての学びを深め，
実践に基づいた臨床知を体験する最良の機会でもあ
る。
学生は，基本的なストーマケアに関する知識につい
ての事前学習記録を作成して，実習に臨んでいる。実
習後の記録では，①対象者の概要，②外来を訪れた目
的（生活への影響を含む），③援助内容や看護師の対
応，④援助に対する患者（家族）の反応，⑤実習目的
に対応させて実習を通して学んだ点を含めて記載する
ようになっている。
４．研究対象
研究対象者は，Ａ病院でストーマケア外来実習を行
った看護学専攻の全学生86名のうち，研究協力に同意
を得られた59名（68.6％）とした。分析対象は，研究
対象者59名のストーマケア外来実習記録のうち，前述
した⑤実習目的に対応させて実習を通して学んだ点に
関する記載部分とした。
５．倫理的配慮
研究対象者が全ての実習を終え，実習レポートを提
出した後に，研究説明同意文書を渡した。口頭で研究
の趣旨・目的，協力内容，個人のプライバシーの保護，
個人名などは秘密厳守すること，本研究から生じる利
益・不利益，成績とは無関係であること，データの管
理について十分に説明を行った。同意文書の提出をも
って同意を得たものとした。
6．分析方法
データの分析は Berelson, B.の内容分析4)に基づき，
次の手順で行った。
まず，記述されたストーマケア外来の記録から学生
の学びについての内容を１文脈単位として抽出した。
意味内容を損ねないよう主語と述語からなる文章を抽
出し，記録単位とした。さらに，文章に複数の内容が
記述されている場合は分割し，複数の記録単位とした。
次に，導き出された記述の意味を吸い上げ，コードと
し，コードを意味内容の類似性に従い抽象化し，サブ
カテゴリ化した。さらにサブカテゴリを意味内容の類
似性に従い抽象化し，カテゴリとした。
各サブカテゴリ，カテゴリに分類された記録単位の
出現頻度と比率を算出した。
表２　スマートケア外来実習の目的と目標
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データに忠実に解釈が行われているかなど，データ
分析過程において，質的内容分析に精通した看護研究
者のスーパービジョンを受けながらすすめていくこと
で，信頼性の確保に努めた。
分析の信頼性は，本研究に携わっていない看護学研
究者２名に分析の一部を依頼し，スコットの式に基づ
き，一致率を算出した。
Ⅲ．結果
１文１意味になるように抽出した学生の学びの総数
は561記録単位あり，学生一人の平均は9.5記録単位で
あった。561記録単位を意味内容の類似性に従い分
類・統合し，105件のコードを抽出した。さらに，こ
の105件のコードを統合し，27のサブカテゴリを抽出
した。同様の手順で27サブカテゴリを統合し，【スト
ーマケア外来の役割と提供されるケア】【ストーマケ
アを行う看護師に求められる能力】【継続看護の重要
性】【患者のストーマに対する思いや対応】【ストーマ
の状態や問題】【ソーシャルサポートの必要性】（以下，
カテゴリは【 】で示す）の６つのカテゴリに分類し
た。これらのカテゴリには表３に示すサブカテゴリが
含まれた。
表３　スマートケア外来における学生の学びの内容
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以下，サブカテゴリは〈 〉で示し，〈 〉内にサ
ブカテゴリに含まれる記録単位数を（ ）で示す。ま
た，コードは「 」で示す。27サブカテゴリの研究者
間の一致率は，74.1％であり，信頼性の確保されたカ
テゴリであることを確認した。
１．ストーマケア外来における学生の学び
ストーマケア外来における学生の学びについて，カ
テゴリ毎にそれぞれに含まれる記録単位数と全体に占
める割合，代表的なコードとその内容や特徴を以下に
示す。
【ストーマケア外来の役割と提供されるケア】
このカテゴリは最も多くの記録単位を含んでおり，
総数は194件，全体の34.6％であった。〈セルフケア獲
得への支援（62件）〉〈患者への精神的な支援（45件）〉
〈ストーマの観察やケア（37件）〉〈経済的負担への配
慮（18件）〉〈ストーマに関する情報提供（16件）〉〈相
談の場としての機能（13件）〉〈製品の開発（２件）〉
〈患者の援助者に対する指導（１件）〉という８サブカ
テゴリが含まれた。
このカテゴリの代表的なコードは，「外来での援助
内容はストーマやその周囲の皮膚の観察やケアであっ
た」「ストーマケア外来は退院後の相談窓口である」
などであり，ストーマケア外来で実際に行われている
患者支援の具体的な内容，ストーマケア外来の存在意
義について表現されていた。ストーマケア外来が，直
接的なストーマケアのみを提供する場ではなく，“相
談窓口”という機能も持っていることや，「患者の
QOL を下げないようにセルフケアを維持していく援
助が必要である」というコードに代表されるように，
セルフケアの重要性を意識し，そこに介入していくこ
とが必要であることを学んでいた。
【ストーマケアを行う看護師に求められる能力】
このカテゴリは，全カテゴリ中２番目に多い141記
録単位を含み，全体の25.1％を占めた。〈個別性のあ
る援助を提供する能力（57件）〉〈卓越した専門性（42
件）〉〈相談しやすい環境を作る能力（24件）〉〈信頼関
係を構築する能力（18件）〉という４サブカテゴリが
含まれた。
代表的なコードは，「皮膚・排泄ケア認定看護師に
は幅広い知識が求められる」「患者のリラックスした
状態は，看護師の人柄が引き出している」などであり，
ストーマケア外来で実際にストーマケアを行っている
看護師に備わっている能力について表現されていた。
また，「個人の意見を尊重しながら，患者と一緒にケ
アを確認していく」という，個別性を重視した援助を
提供する能力が求められるという学びを得ていた。さ
らに，患者ケアを行う上で必要不可欠なことは，信頼
関係を築く能力であると感じ取っていた。これを示す
代表的なコードは，「患者さんが何でも相談できる体
制を整えることが必要である」である。
【継続看護の重要性】
このカテゴリは89記録単位を含み，全体の15.9％を
占めていた。〈継続看護の意義（44件）〉〈在院日数短
縮による指導時間の不足（27件）〉〈患者との術前から
の継続的な関わり（18件）〉という３サブカテゴリが
含まれた。
代表的なコードは，「継続的な看護によってストー
マやその周囲の皮膚に異常がないか分かる」や「入院
中の指導から退院指導まで幅広くケアしている」とい
った継続看護のあるべき姿について表現したものと，
「入院期間だけではセルフケア確立は困難である」と
いった入院中の指導時間の不足により，十分なセルフ
ケア確立の援助ができないという現状に視点を置いた
表現であった。
【患者のストーマに対する思いや対応】
このカテゴリは83記録単位を含み，全記録単位数の
うち14.8％であった。〈ストーマを受容することの難
しさ（36件）〉〈患者の不安と戸惑い（22件）〉〈ストー
マに対する羞恥心（12件）〉〈患者なりの工夫（８件）〉
〈セルフケア獲得の大変さ（５件）〉という５サブカテ
ゴリが含まれた。
代表的なコードは，「ストーマの存在やケアを苦痛
に思う」「ストーマを他人に見られることは羞恥心を
憶えることである」「患者は工夫しながら方法を試行
錯誤・模索している」であり，患者の立場で考えた感
情や苦悩について表現されていた。また，患者の努力
についても表現されていた。
【ストーマの状態や問題点】
このカテゴリは43記録単位を含み，全体の7.7％で
あった。〈ストーマの状態（16件）〉〈ストーマに関す
る身体的な問題（11件）〉〈ストーマに関する精神的な
問題（９件）〉〈ストーマに関する社会的な問題（７件）〉
という４サブカテゴリが含まれた。
代表的なコードは，「体型や時期によりストーマの形
が変化する」「尿管ストーマと便のストーマでは相違
がある」といったストーマそのものに関する状態変化
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や知識や，「患者の訴えで多いのはストーマ周囲の掻
痒感である」「日常生活に不安や心配事は絶えない」
といった患者の身体的，精神的な問題点について，そ
して「ストーマケア外来のある病院が少ない」といっ
た患者を取り巻く環境の問題についての表現であっ
た。
【ソーシャルサポートの必要性】
このカテゴリは６カテゴリ中，最も少ない11記録単
位を含んでおり，全記録単位数の2.0％であった。〈家
族の協力の必要性（７件）〉〈教育機関や職場の協力者
の必要性（２件）〉〈社会資源活用の重要性（２件）〉
という３サブカテゴリが含まれた。
代表的なコードは，「家族に手技や注意点を知って
いる人が必要である」「ストーマケアは状況に応じ家
族の協力を必要とする」といった患者の家族によるサ
ポートや，「学校や会社における協力者が必要である」
といった患者が所属する社会集団におけるサポートの
必要性を学んでいた。また，「身体障害者手帳申請な
どの社会資源の活用も大切である」といった退院後の
患者を支える制度などについても学んでいた。
２．ストーマケア外来における学生の学びと実習目的
の関連
先に述べたが，ストーマケア外来実習の目的の具体
的な内容は，「ストーマケア外来の見学を通して，手
術療法を受けた成人期にある対象が退院後にどのよう
な問題を抱えて生活しているのか，またセルフケア獲
得過程でどのような困難を抱えているのかについて学
習すること」である。この実習目的の構成要素は，１）
オストメイトが退院後に抱える生活上の問題（以下，
１）と略す），２）セルフケア獲得過程におけるオス
トメイトの困難（以下，２）と略す），の２点である。
カテゴライズした学生の学びの中で，１）に該当す
るのは，〈ストーマに関する身体的な問題〉〈ストーマ
に関する精神的な問題〉〈ストーマに関する社会的な
問題〉〈患者の不安と戸惑い〉〈ストーマに対する羞恥
心〉である。「患者の訴えで多いのはストーマ周囲の
掻痒感である」や「パウチからの排泄物の漏れに困惑
する」といった生活の質に直接的に影響しうる問題や，
「ストーマケア外来のある病院が少ない」といった，
何か困ったときにすぐ相談できる施設が少ないという
現状を学べていた。
また，２）に該当する学生の学びは，〈ストーマを
受容することの難しさ〉〈セルフケア獲得の大変さ〉
である。「ストーマを受け入れるまでに多くの苦悩や
葛藤がある」というストーマの受容過程における困難
や，「手技を獲得するには，相当の努力が要る」とい
うセルフケア獲得における患者の努力や，時間をかけ
て獲得していくという表現がみられた。また，〈在院
日数短縮による指導時間の不足〉で，「入院期間だけ
ではセルフケアの確立は困難である」といった，オス
トメイトがセルフケアを獲得するにあたり，入院中だ
けでは指導時間が足らないという診療体制上の問題も
学んでいた。
Ⅳ．考察
ストーマケア外来実習における学生の学びは，【ス
トーマケア外来の役割と提供されるケア】【ストーマ
ケアを行う看護師に求められる能力】【継続看護の重
要性】【患者のストーマに対する思いや対応】【ストー
マの状態や問題】【ソーシャルサポートの必要性】の
６つのカテゴリに分類され，27のサブカテゴリを含有
していた。これらの学生の学びから見えた外来実習の
効果と，今後の実習体制のあり方について考察する。
１．ストーマケア外来実習における学生の学びからみ
えた実習効果
ストーマケア外来の機能や役割，実際に外来で提供
されているケアについて学生が学びを得ていること
を，【ストーマケア外来の役割と提供されるケア】の
カテゴリが示している。学生は，皮膚・排泄ケア認定
看護師が提供しているケアに視覚的，聴覚的に触れ，
机上で学んだ知識・技術と結びつけることで意味付け
していくと考えられる。このカテゴリに含まれる〈ス
トーマに関する情報提供〉や〈ストーマの観察やケア〉
などといったサブカテゴリは，ストーマに施されるケ
アや装具選択など直接的なケアが主体となっている学
びである。また，〈患者への精神的な支援〉〈相談の場
としての機能〉といった精神的な援助の必要性や，
〈セルフケア獲得への支援〉のように在宅でのストー
マ管理において重要なポイントとなるセルフケアにつ
いても視点が向けられている。
【ストーマケアを行う看護師に求められる能力】の
カテゴリは，学生がストーマケア外来における看護師
の専門性を理解し，看護師に備わるべき，もしくは求
められる能力について察知したことを示している。こ
のカテゴリに含まれた４つのサブカテゴリ〈個別性の
ある援助を提供する能力〉〈卓越した専門性〉〈相談し
やすい環境を作る能力〉〈信頼関係を構築する能力〉
は，ストーマケアを行うには，専門領域に突出した能
力が必要であると，学生が学んでいた根拠となる。
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【患者のストーマに対する思いや対応】と【ストー
マの状態や問題】の２カテゴリに集約されているよう
に，学生はストーマに対する不安や羞恥心といったス
トーマ造設術を受けた患者の思いや，退院後に起こる
問題，患者を取り巻く環境について学んでいる。これ
は患者側からの視点であり，患者心理を理解するため
の一助となりうる重要な学びである。看護学生は，看
護の対象として自分とは異なる発達段階にある人々を
深く理解し，これまで経験したことのない人間の生病
老死にかかわる問題に直面し，しかも自分の手でその
人の生活に深く関わる側面に対し援助するという学習
課題を持つといわれている5)。患者の生の声に触れ，
レポートを通して患者の思いを文章化することは，患
者を理解するための効果的な学習法である。そしてス
トーマケア外来での経験は，入院中の患者からは得ら
れない貴重な学習経験であり，継続看護を意識する礎
にもなる。
【ストーマケア外来の役割と提供されるケア】と
【ストーマケアを行う看護師に求められる能力】の２
カテゴリは，ストーマケア外来および看護師から患者
に提供されるケアと，ケアを提供するために基盤・土
台となる人的環境的要素を示しており，看護職の役割
と能力の理解が主体の学びである。【患者のストーマ
に対する思いや対応】と【ストーマの状態や問題】の
2カテゴリは，患者の身体的精神的状態・特徴を示し
ており，患者理解についての学びが主体である。一方，
【ソーシャルサポートの必要性】のカテゴリは，看護
師の関わり以外にも重要な関わりを持っている，もし
くは持つべき対象がいることへの気付きを示してい
る。学生は，患者の協力者（家族や親類といったキー
パーソン）の存在意義や協力者への看護介入の必要性
について，実習に臨む前に講義で学んでいる。ストー
マケア外来実習での経験により，それらの知識はより
実践的な知識へ進展したと考える。
【継続看護の重要性】のカテゴリは，実習目的を
“継続看護の実際の把握”と謳っており，抽出される
カテゴリとして妥当であり，教育する側の意図が反映
された結果として評価すべき点である。さらに，【継
続看護の重要性】のカテゴリ内の〈在院日数短縮によ
る指導時間の不足〉というサブカテゴリは，学生が入
院期間の短縮と外来看護の密接な関係性に気付いたこ
とを意味している。つまり，学生は医療現場の現状を
把握し，短い入院期間中の指導だけでは十分に提供で
きないセルフケア確立への支援を，外来で行っていか
なくてはならないという考えを持つに至っていたと判
断できる。
前述したようにストーマケア外来の実習目的は，
“継続看護の実際が把握できる”である。今回の分析
では，学生の学びは６つのカテゴリに分類され，その
一つとして【継続看護の重要性】という実習目的に合
致したカテゴリ名が抽出された。このカテゴリは，数
的には全カテゴリ中３番目の記録単位含有数であり，
全体の記録単位数のうち15.9％を占めるに留まってい
る。しかし，【ストーマケア外来の役割と提供される
ケア】【皮膚・排泄ケア認定看護師に求められる能力】
【患者のストーマに対する思いや対応】【ストーマの状
態や問題点】【ソーシャルサポートの必要性】の５つ
のカテゴリにも，長期にわたる患者の継続的な支援を
行う上で欠かすことのできない要素が含まれており，
実習目的に沿った学びが得られていると判断できる。
２．今後の実習体制のあり方
ストーマケア外来実習を実施したことで，学生はス
トーマ造設術を受けた患者が外来でどのような看護を
提供されているのか学ぶ機会を得た。つまり，ストー
マケア外来実習は，周手術期看護と継続看護の重要性
を学ぶ上で，効果的なプログラムであるといえる。そ
れゆえに，今後もこのプログラムを継続していくこと
には意義がある。ただ，前述したように，在院日数の
減少により病棟における学生の実習体験の要素が減少
しており，結果として，現在の実習体制では周手術期
看護の一部を体験できるにとどまる。特に術前看護に
関しては，入院した次の日に手術を受けるのが常識に
なりつつある今日において，病棟実習だけで学びを深
めることは困難である。よって，今後必要となるのは
ストーマケア外来実習だけでなく，他の手術を受けた
患者に対する外来看護を学べるような実習項目の設
定，そして，術前看護を学ぶための外来実習体制を整
備することである。つまり，成人看護学領域における
継続看護を学ぶ体制の整備が必要である。広義の意味
で継続看護とは，その人にとって必要なケアを必要と
するときに，必要なところで，適切な人によって受け
るシステム6)である。成人看護学領域における継続看
護とは，患者が病名を診断され外来受診を開始し，入
院し手術を受け，退院して外来受診を続け，なんらか
の形で医療機関との関わりが途切れるまでを示すと考
える。限られた実習期間の中で，その課程を全て体験
するのは不可能である。しかし，教育者には，その過
程にある要素を集約して，実習内容に反映させる責務
がある。
次に，限られた実習期間でいかに実習目的に即した
効果を得るかという視点から，実習施設との協働につ
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いて述べる。
今回の結果からも明らかなように，限られた実習時
間の中で，学生は看護専門職の役割や能力について多
くの学びを得ていた。その主な理由としては，ストー
マケアについて講義や事前学習を通して学んだ上で，
外来においてストーマケアの実際を体験したこと，さ
らに皮膚排泄ケア認定看護師とのコミュニケーション
を通してストーマケアに関する知識や考えを教授され
ていることが挙げられる。また，実習後記録を皮膚排
泄ケア認定看護師に提出しており，認定看護師はその
内容を考慮し，以後の実習を展開してくれていること
も，学生が多くの学びを得ている理由である。この講
義，事前学習，臨地実習，実習後記録作成，そしてそ
の記録内容を認定看護師が考慮して実習展開をすると
いう循環が良い実習成果を生む。この循環をより強固
なものにするためには，実習施設および臨地実習指導
者との連携協力をさらに深めていく必要がある。そし
て実習内容については，より密な連絡調整を行うべき
である。外来実習体制について協議し，事前学習や実
習後記録，そして実習内容についても共同して検討で
きるような場を作る必要がある。
有能な看護職の育成は，大学の看護教育における目
標の一つである。その目標を達成するには，実習とい
う学習が病院という治療・看護の最前線のなかで行わ
れるという特徴を臨地実習指導者と看護教員が共通理
解することが重要である7)といわれている。加えて，
共通目標を持つことにより，よりよい教育が行える。
臨地実習指導者と教員の相互理解も大切である。
最後に，本研究は実習記録に記載された文章を研究
対象としているため，学生によっては文章だけでは十
分に学びを表現できていない可能性がある。より深い
部分での学びや気付きについては，面接法などの研究
手法を用いて検討する必要がある。また，同意の得ら
れた学生を対象としているため，全学生の学びの内容
を網羅するには限界がある。今後も実習施設とのユニ
フィケーションをはかりつつ，効果的な実習指導につ
いて検討していきたい。
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Students’ learning of outpatient stoma care in adult nursing practice 
Masataka HORIKOSHI1),  Hiromi TSUJIMURA1),  Akemi TAKEI1)
Hiromi SANAKI1),  Sachiko MATSUI2),  Nobuyo SUZUKI2)
Michiyo OKA1),  Kiyoko KANDA1),  Yoshie MORI1)
Tamae FUTAWATARI1)
Abstract：　The purpose of the present study was to clarify students’ learning in outpatient
stoma care practice by extracting representative phrases from their practice records.  More
precisely, descriptions in the “What I learned through the practice” column of the practice
records of 59 college students majoring in nursing were reviewed, and a total of 561 record
units in 27 subcategories were extracted and subjected to content analyses.  They were
classified into 6 categories, including: “the roles of outpatient stoma care and the types of care
it provides,” “abilities expected of stoma care nurses,” “the importance of continuous nursing,”
“the patient’s feelings about and responses to the stoma,” “the condition of and problems with
the patient’s stoma,” and “the necessity of social support.”  It was found that students
understood the condition of and problems with the patient’s stoma by observing it, and became
aware of the patient’s feelings such as anxiety and embarrassment as well as the patient’s ways
to cope with the stoma.  From the attitudes of the instructor, a skin/excretion care-certified
nurse, toward the patient, students also learned the roles of highly-specialized nurses and care
activities expected of them, the significance and necessity of continuous nursing, and the need
for cooperation from people around the patient such as the family.
Key words：Adult nursing practice, perioperative nursing, content analysis, practice record,
outpatient stoma care
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